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聴覚や視覚に障害のあるひとの駅でのホーム探索行動とイメージ
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要旨：聴覚障害者・視覚障害者・健常者に駅で目的地までの切符を購入し、列車の発車ホ

ームまでたどり着くという探索課題を課した。探索後に探索ルートのスケッチマップ描画

を行わせた。描かれたスケッチマップには現実の駅の構造とは異なっており、事物の位置

関係の回転・逆転・省略、さらに存在しないものの追加など種々の歪曲が見られた。実空

間に対するこれら歪みは障害特性よりも個人の空間能力とより関係しているようである。

スケッチマップからは経路探索行動に空間認知に特異的なヒューリスティックの存在と

作業記1億の関与が示唆された。

キーワード：経路探索情報障害情報デザイン認知マップ駅

においてであった[6]・ラットは訓練を受けた道順以外の

近道を必要に応じて選択することができた。つまり、自

由探索時に迷路全体のマップのようなものが形成されて

いたと考えられた。このマップすなわち地図に似た働き

をもった心的表象を認知地図と読んだのである。メンタ

ルマップ、イメージマップ、空間認知などといった用語

が認知地図とほぼ同義に使用される場合もある[7]･心理

学ではこの地図の発達過程・形成過程が主な研究テーマ

となり、おおよそその発達課程はルートマップ（ルート

的知識）からサーベィマップ（地図的知識）へと進むと

された。1960年代以降には地理学においても重要な研究

テーマとして発展したが、こちらでは実空間と認知され

た空間・スケッチマップ間の歪みや変換特性が問題とな

った[7]。

１．はじめに

ひとは道を探しているとき、道に迷ったとき、情報を

どのように利用しようとするのか。駅のように種々の情

報が氾濫している場所では逆に情報の選択が問題となる。

感覚障害のため情報摂取に障害を持つ人々はこのような

場面ではどのように経路を探索しているのであろうか。

この時の心的過程を知るにはどのような方法が考えられ

るであろうか。

２情報障害と駅での経路探索

本研究では駅で切符を買い目的のホームまで行くとい

う経路探索課題を健常者、聴覚障害者、視覚障害者に課

した。駅では各種情報を読み取らなければならず、聴覚

や視覚に障害を持つひとたちにとっては不便さを感じる

代表的な場所である['-5]･駅での情報障害者の認知特性を

知ることができれば駅の情報デザインへも示唆を与える

ことができるであろう。

また、流れ込む情報を摂取しながらの探索は自分の歩

いた経路の認知・記憶に何をもたらすのか。自分のたど

った道筋の絵を探索の後で描いたとしたら、その絵は迷

いやルート検索中の心的過程の分析に寄与することがで

きるであろうか。さらに、感覚障害という特性が絵の構

成に影響を与えることはあるであろうか。

本研究ではホーム探索後にルートのスケッチマップの

描画課題を課した。探索の成績や障害の特性により描か

れたマップへの影響を検討した。

４実験

実験日時：1996年９月～１０月。

実験場所：ＪＲ東京駅、なお現在の東京駅構内は各路線

のホームの位置が当時とは多少異なっている。

被験者：表１参照

探索課題：ＪＲ東京駅の丸の内南口の入口を出発点とし

て、入口ホールに進入し、目的地（ＪＲ東海道本線横浜

駅）までの切符を購入。引き続き、改札を通過し、当該

列車の発車するホームに行き、乗る列車の車両の前に立

つまでを探索経路とする。発着番線によって歩行距離は

異なるが最短距離で目的のホームに到達した場合の移動

距離は約100ｍ程度である。（図１）

駅とはまさに聴覚・視覚・触覚すべてにわたる情報サ

インに満ちた環境であり、駅での経路探索がまさしく情

報を収集し、いかにその情報をもとに行動決定していか

なければならないかの問題解決場面になっているかが分

かる。

３こころの中の地図

道を憶えるときにはルート以上の環境全体の地図のよ

うなものが認識されているのではないかという意味で認

知地図という言葉が使用される。これがはじめて登場し

たのはTblmanのラットを使った迷路学習の心理学実験
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５１ホーム到達までの時間

ホームに到着するまでに要した時間では情報障害者、

特に視覚障害者の切符購入までの所用時間が長くなって

いることがわかる。しかし改札通過後からホームまでの

到達時間ではどの群もほとんど差がない。これは移動距

離でみた場合も同じ傾向であった。

ｉＩｉｌ≦雲
各群の探索時間

視覚障害者

聴覚障害者

健常者

描画課題：経路探索後に自分のたどったルートのスケッ

チマップを描画してもらう。全盲はレーズライターを使

う。また絵には途中気付いたサインで!憶えているものな

ども描く。

600８０００２００ 400

秒

團切符購入■改札通過□ホーム探索

表１実験の概略と被験者特性

図２ホームまでの平均所用時間

５２スケッチマツプの特徴

次に、スケッチマップと経路探索行動の関係について

述べる。表２の結果のまとめの表では列車発車時刻まで

に当該ホームに正しく到着できなかったものを「失敗」

とした。よって失敗には同じホーム上の反対側の発着線

路側で発車時刻まで気づかず待っていた場合も含まれる。

（１）マップの全体的構造の特徴

描画されたマップの全体的構造の特徴を分類すると、

入口ホールからコンコースおよびホームにいたるまでの

道順全体を通して、壁に囲まれた空間構造を描画してい

る者、歩いたルートのみ示し壁等を描かない者、最後に

切符売り場･コンコース･ホームなどをばらばらに描き、

それらの空間的接続関係が描けていない者の３タイプが

あった。さらに、これらタイプが１枚の絵に複合されて

描かれるタイプのものもあった。

また、全盲者の描画はレーズライターを使用したため

か、出発点とゴールの間に遭遇したイベントを結節点と

して、それらの点と点を直線で結んだ単純なマップとな

った（図３)。進路が折れ曲がるのもイベントのあった点

からである。ここでイベントとは点字ブロックの発見や

通行人や駅員の手引き・助言があったこと、放送や物音

の聴取などを示す。

よって、描かれたスケッチマップの複雑さでは視覚障

害者を除き、健常者と聴覚障害者には共通して３つのタ

イプが含まれていて、障害特異的な特徴は見られなかっ

た。１名いた弱視被験者の描いたマップも３つのうちの

第１のタイプであった。

行動観察：被験者は、写された映像が目の高さからにな

るように側頭部にビデオカメラを固定したキャップをか

ぶり、ピデオデッキを肩にかけて移動する。被験者の背

後からは、被験者の行動および周囲をビデオに撮影する

ためと行動記録のためとの２名の実験者がスタート地点

からゴールであるホームまで追尾する。

被験者にはできるだけ発車時刻に間に合うようにホー

ムに行くことを求められたが、列車発車までの時間の余

裕は被験者ごとに異なっていた。

５．結果

今回の報告では主にスケッチ・マップと経路探索につ

いて報告するがはじめに探索時間について述べる。
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Ａ・健常者 Ｂ聴覚障害

者

Ｃ・視覚障害

者

被験者

数

5名 5名 5名(内弱視

1名）

被験者

属性

視覚・聴覚に障

害のない学生

(20～22歳）

聴覚に障害

を持つ学生

(18～21歳）

視覚に障害

を持つ学生

(20～22歳）

探索課

題

駅入口から入って、切符を購入し、目的の列

車のホームまで行く

描画課

題

出発点からホームまでの自分

の辿ったルートおよび目に付

いたものを自由に描画

全盲はレー

ズライタ使

用

駅利用

経験

実験対象の施設の利用経験はない。（同施設の

利用経験はあっても、実験で使用した入口お

よび探索ルートの利用経験はない｡）



情報障害者の駅での経路探索と認知マップ

「追加」は、そこに存在しない物が描かれた例である。

本実験路にはコンコースの片側だけにホームに上る階段

がある通路があるのだが、健常者・聴覚障害者ともに通

路の両側に階段を描いた者がいた。これはまた、本来そ

の位置にあった売店の－部が無視されたことをも意味し

ている。

（３）サインとマップ

駅には運賃表・時刻表・ホーム番号・方向矢印などの

視覚サイン、各種アナウンス・改札や券売機の定位音・

ホーム上でのアナウンス・車内アナウンスなど実に多く

の聴覚サインなどがある。また、コンコースやホーム上

の点字ブロックなどの触覚サインもある。さらに、ホー

ムに登る階段の手すりには点字表示もある。これらサイ

ンがマップに記入されたであろうか。

特徴的であるのは、視覚障害者のマップには視覚から

の情報摂取にハンディがあるので、電光掲示板などのサ

インの記入はなく、代わりにアシストしてくれた乗客に

遭遇した位置が記入された。

健常者と聴覚障害者そして弱視の描画には各種の視

覚サインが描かれていた。聴覚サインも利用されたが、

音の特徴として空間的位置が特定されにくいためか絵の

中には描かれなかった。しかしインタビューからは構内

アナウンスを始め聴覚サインが重要な情報源として利用

されていたことが分かっている。

（４）サイン以外の描画

スケッチマップには経路探索に必要なサイン以外に

売店・段差・指定席表示などが描かれていた。駅入口の

外にあるタクシー乗り場を記入した者も数名いた。

||,L｣[-1Ｌ堂_且，

iimf;1'''1|墨)F’
.雀

麹貌巡戊~ﾃﾞｰﾄﾞ型へ⑰

鑿蕊|｛

図３ある視覚障害者に４）の行動軌跡とスケッチマ

ップ

直線的経路が点字ブロック発見や手引者との遭遇な

どのイベントをノードとして結ばれている。

（２）マップに見られる変換

描かれたマップには現実の物理的駅構造に対して、回

転、位置の逆転、無視、そこに存在しない事物の追加な

どが見られた。

「回転｣では改札通過後に直進したにもかかわらず９０

度回転したと認知したり、逆に改札直後に方向転換した

ことに気づかず、直進したと認知の歪曲がみられた（図

４)。
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図４ある健常者（Ａ２）の行動軌跡とスケッチマップ

改札通過後の回転、ホーム位置の逆転、存在しない

階段の追加などが描かれている。

一般に小さい角度での方向転換は無視され直進と認

知され、４５度以上の曲がりは９０度の方向転換として描

かれる傾向にあった。

「逆転」は、ホームの番線の位置が逆転して想起され

る現象である。逆転の認知は回転の後で起こっていた。

「無視」はそこに存在していたにも関わらずマップに

は再生されなかったものである。ほとんどの被験者が改

札後最初に遭遇するエレベータを描いていない。また、

「全体的構造の特徴」の項でも述べたように、コンコー

スやホーム構造を一切描かず、足跡のルート線のみを描

く者もかなりいて、これらの絵には駅のホールや通路の

壁・売店などは描かれない。反対にレーズライター使用

の全盲者も含めて必ず描かれたのが、切符売場と改札と

階段（段差）であった。

６考察

一般的な経路探索と認知マップの関係に関しては若

林[7]、新垣[8]、村越[17]などにその描画的特徴、ヒューリ

スティックとも呼ぶべき実空間からマップ描画への特徴

的変換の記述がある。ここでヒューリスティックとは発

見法とも呼ばれる、問題解決場面で特徴的にみられる方

略パターンのことである。本実験においてもルート上で

の曲がりは、４５度を超える場合は９０度折れ曲がったと

認知されたり､逆に４５度以下の緩いカーブではそのまま

直進したと認知されていることが分かった。前者は回転

ヒューリステック、後者は整列ヒューリスティックと呼

ばれる。これらヒューリスティックは古典的ゲシュタル

ト心理学でいうプレグナンツの法則による認知現象と考

えられる[7,15,16]・距離の伸張．収縮も見られた。これらは

人に道をたずねるなどのイベントの後で多く見られた。

人と会話しているうちに、それまで保持されていたルー

ト情報が作業記'億から脱落するメカニズムが働いている
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が複数のホームから出るのはおかしいと思いながら、は

じめに選択したホームを修正できずに時間切れとなって

しまった者もいた。

聴覚障害者ではまた、行動を選択してから後の不安が

高いようである｡ホーム上で何度も時刻表を確認したり、

他のホームの方を見たり、電光掲示が出るのをじっと待

つという行動が見られた。時刻表等のサインに従い、正

しいホームに到達することができた場合にもこの行動パ

タンは出現した。列車入線の直前に電光掲示があらわれ

るまで、不安は低下しないように見え、行動的には経路

探索中よりもむしろ逵巡行動と情報探索行動が多く見ら

れた。

最後に情報障害のための駅空間での情報提示というこ

とを考えてみたい。視覚障害者は改札に入る前になるべ

く正確な,情報を入手しようとしていた。これは、最終目

的地についてのイメージをしっかり持ち、あとはルート

探索の途中で、必要に応じて情報摂取し目標とのギャッ

プを狭めていくという方略によっているためであろう。

また、視覚障害者では人に聞くという外的リソースを利

用するための方略、他人をいかに惹きつけるかという行

動戦略を身につけている場合が多い。しかしこの方略

で入手できるのは､個々の地点に関する情報が主になる。

この方略が成功するには、本人があらかじめいかに明確

なゴールイメージを持てるかと駅についての一般的知識

を有しているかにかかわる。この二つ無くして、他人に

自分の希望を説明できず、現地点でのゴールとの間合い

も把握できないと考えられるからである。

一方、聴覚障害者は視覚情報を利用できるだけにゴー

ルに対する情報を十分に摂取せずに改札を通過している

場合がある。あるいはその地点では十分な情報を入手し

ていても、その後の探索中の迷いや不安によりゴール情

報を保持し続けられなくなって迷ったと考えられる。視

覚障害者では改札前の情報提示、できれば駅係員等の口

頭による説明が重要であり、聴覚障害者では不安解消の

ための'情報提示が必要であろう。聴覚障害者にはホーム

上でなるべく、そのホームからこれから発車する列車に

ついての`情報を提示する必要がある。しかも不安を与え

ないためには直前ではなく発車時刻のある程度前から情

報を提示することが重要となるであろう。

駅で目的のホームにたどり着くという行動の解明には、

駅のサイン環境、個人の障害の特`性、ヒューリスティッ

クなどの問題解決行動特性、作業記’臆と長期記'億の関係

など認知過程全般に関する知見の動員が必要であること

示唆されたといえよう。また個人の空間認知能力には大

きな差があり、これは障害の有無に関わらず、スケッチ

マップの構成の複雑さと課題の成否いう形であらわれて

可能性がある。

さらに健常者・聴覚障害者ともにそこに実在しなかっ

た物が描かれた場合があった。実験に使用されたコンコ

ースには片側にしかホームに登る階段はなかったのであ

るが、通路の両側に階段を描く者があった。これは駅で

は通路に対し、左右対称に階段が存在するという駅の一

般的知識から産出されたものと考えられる。われわれは

経路探索中に環境からの情報を授受しているだけでなく、

知識・スキーマなどと相互作用しながら行動していたこ

とを示唆している。経路探索は目の前の各種感覚刺激か

らいかに適切な`情報を摂取するかという処理課程である

と同時に、経路に関する知識を呼び覚ましながらトップ

ダウン的に環境中に情報を取りに行く過程であると考え

られる。知識として'情報を期待した場所から摂取し損な

った場合や、そこにサインなどの'情報が存在しなかった

場合にひとは迷うのであろう[8]・

視覚障害者の経路探索とその想起に関しては佐々木[8]、

田中[9]らなどの研究がある。両研究では主に経路の記』億、

特に想起が問題とされる。また、視覚障害者の認知マッ

プと実空間の関係を扱った研究では経験による空間認知

の変容が争点となる['１－１３]。しかし、駅などの施設を利用

する側にとってみると、より重要なのは、はじめての駅

でもいかに周囲からの情報を活用し経路を探し出せるか

である。これは建築の側からみると、いかに利用されや

すいサインを提示するかという問題になる['4]。

次に障害別の特徴的行動パタンについて考察する。健

常者で＋分な情報摂取が可能であるにも関わらず、時間

内に目的のホームにたどりつけなかった者がいた。これ

ははじめて経験する駅であったことだけでなく、場当た

り的に歩き出し出発点で十分な情報を摂取しなかったこ

とと、駅についてのリテラシイが十分でなかったこと等

が考えられる。ひとつの路線の列車が複数のホームから

発車することは都市部の駅ではよくあることである。し

かし、この問題解決は発車時刻と発車ホームの情報を確

実にとらえることと複数ホーム発車の可能性という知識

を同時に活'性化させる必要である。サイン情報と知識か

らの情報を作業記1億の中で同時に活`性化させることを活

性化あるいは抑制するようなメカニズムが経路探索の成

否では重要となると考えられる。歩き回っているうちに

発車時刻がせまり、その不安感が作業記`億の容量を圧迫

したと考えられる。聴覚障害者の失敗も同じメカニズム

によると考えられる。

聴覚障害者は親や友人と集団で行動する場合が多いと

考えられ、単独行動の経験が少ない者が多い。これらの

者の中には駅のリテラシィが十分でない者もいたであろ

う。インタビューでも、時刻表を見て、同じ方面の列車
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情報障害者の駅での経路探索と認知マップ

いた。今後は空間能力のスクリーニング・テストを導入

し、被験者の空間能力を統制した実験を続けていく必要

があろう。
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表２被験者別のスケッチマップの特徴

迫jMlUINIに
存在Ｕはいも

記入されたサイ.随小延長単純
化強囲

サイン以外成功失敗

丸の内北｣ロ エスカレータ 路線図時刻表電光掲示・－

ム番号路線表示
１日浜方面の表示ではしめはハームに、時
刻表でづきすぐに修正

改札後90度回転 コンコース通路中の柱

河
’戸

ホームに登る
反対側の階段

エスカレータ 入ロホールが侭
小

看板連絡通路表示ホーム番号
色注目

売店新幹線切符売り
場

改*u園適役の回折点の強圃．：ｕぱいハーム段
を描く

自助券売Mn指定席特
急快速山形東北特怠
改札ロ切完

’ 〔･
￣

￣

切符売場憂慮を待つ
人列

三」
改札から速い込んた
山の手ホームの間
で90度左回転

切符売咀日､改、キオ
スク

'關口
改札西姻費の長い

探索的迷い行動の

後.９０度右回転

声をかけらIWU&点

Ｏ当該構造がﾏｯﾌﾟに描かれている
×当該構造がマップからOR如している
△当該構造が不完全な形で描かれている
－当該事項について特記すべき記述描画なし

被験
者番

障害 性：！ 成功失敗 ﾎｰﾉ１
ﾖiＨｉｒＩ

各ホーム
に登る階

足跡ルーＩ 週】、
存在

省略 回転 i囲転 縞小延長単純
化強圏

記入されたサイン等 サイン131外 鷹考

健
常
者

Ａ１

Ａ２

Ａ３

Ａ４

Ａ５

健常霜

健常籍

健常藷

健常￥

健常譜

女

女

女

男

男

成功

成功駅員に冊

失敗

成功

成功

Ｘ

△

×

△

○

Ｘ

０

Ｘ

○

○

○

○

○

○

○

○

０

△方向の

矢印のみ

０

０

丸の内I上｣ロ

ホームに昇る

後
段
ろ正面の階

ホームに登る
反対側の階段

エスカレータ

エスカレータ

ホール･ｺﾝ
ｺｰｽ構造

一部のホー

ム《番以下）
進入階段エ
スカレータ

エスカレータ

改札役90度右回転

エスカレータでの上

下階移動ｕｔ後､は
【jめの階にEgって以
降180度回転

収11』､迩後正に閏

かつたルー陸右折
リミ:と錨く

７．８番線と９

番ホーム位
贋

入ロホール付近
に比しｺンコース
が縮小

入ロホール･ｺﾝ

ｺｰｽなどの構
造なし

新幹線ロビー部
での行動軌跡が
単純化

入ロホールが網
小

路線図時刻表

ム番号路線嚢
§g光掲示板ホー
－

万で

改札通j遇時サインホーム番号

改札通過

線表示
時サインホーム番号路

電光掲示板ホーム番号･目的列
車電光表示時計列車車両番号‘
構内案内表示

Mｉ通路表示ホーム番号

売店･ゴミ鏑

コンコース通路中の柱

エスカレータ

売店椅子時計

売店新幹線切符売り
場

Ｂｉ謀方面の表示ではじめは7番ホームに入るが､時
刻表で9番と貴iづきすぐiこ修正
時刻表等のWi報を見落としたためか描画tJ>ない。

一応成功リヒが迷った末､KR員に助けを求めたため

昇る必要のないエスカレータに乗ってしまったため気

が動転しその後の行動にあせりが見られた.結局
東海道線の別ホームへ行き､誤りにt気づかない。
描画もﾎｰﾑ階段のみで入口ホール｡ｺﾝｺｰｽな
ど構造は描かれない

、

改刺j通ｉｕ時に左瑠を通ったため以後のコンコース歩

行はほとA'ど直進ご;fむ゜東海道新幹線入口まで－
気に行ってしまい戻るのに迷い､構内案内図lご頼る

Ⅱ｡札通

劃§く
過i』[の回折点の強鰯｡実在ｕぱいホーム階段

聴
覚
障
害
者

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３

Ｂ４

Ｂ５

魔覚

障害

聴覚
障害

聴覚
障害

麗覚
障害

聴覚

障害

9丁

男

女

女

女

成功駅Ｊ１に田‘

失敗：！のホー

ﾑで待ち銃け､

実験者の了I;パ
ｲｽで正しい
ホームへ）

失敗正しい

ホームにたどり
ついていたが、

掲示に確信が
持てないでいる
うちに発車時間
をi&ぎてしまう
成功

失敗

△

Ｘ

△

Ｘ

○

△

Ｘ

Ｘ

Ｘ

０

○

０

×

○

○

○

○

○

丸の内ＩＰ央』
改札口

ホームに登る
反対側の階段

目樋ホーム

以外の階段・
エスカレータ

ホール･ｺﾝ

ｺｰｽⅡl造、
目標ホーム
以外の階段.
エスカレータ

コンコース構
造エスカ
レータ

コンコー

造エス

レータ

ス構
力

目標ホーム
以外の階段・
エスカレータ

改札通過後左に曲

がったルー随右折
しﾂﾋと錨く

改札jmj､後左に曲

がったルー随直進
ｕﾋﾋ錨く

改ｷuE適役左に曲
がったルー陸直進
ｕＥｄ』iiく

入ロホールロン

コースなどの楢
造なし

入口ホールコン
コースなどの構
造なし

入口ホール･ｺン
コースなどの横
造なし

入ロホール･コン

コースなどの構

造なし

改札と目標ホー

ム間の距離がIMI
小

掲示板ホーム番号時刻表

時刻表･*番線累増

掲示板ホーム番号発車列車表
:W冠

掲示板ホーム番号発車列車表
3下

自動券売機指定席特

急快速山形東北特怠
改札口切符売場

丸の内ロ入口階段

タクシー乗場､丸の内入
ロ､切符売場改札ロ・
キオスク.列車､指定
席､自由席､京葉線､釈
貝室

丸の内入口階段改札
口京浜東北線山手
線売店段差ホーム
上の券売機

切符

人列
売場乗車を待つ

はじめ正しいホームを選択ｕ上が､確証が持てす郛多

動.迷い後､新幹線改*Lロの駅員に聞き東海道線の
ホームにtとれる

畷ったホームに行き､そごで目的の列車の表示が褐
示板に出るまで待ち続けタイムアウｈ時刻表からは
別のホーム発車であるこごま分かってい乙変な感じ
が(ﾉていた。

正ｕｌホームにたど吸百いたが、横浜｣という行き先
にこだわり､黙海行快速でも正解列車であるａｌう確
信が持てず他の情報を求めているうちに発車時刻を
過ぎてしまう

目的のホームへ量る階段にすぐにたどり､§いたが、

目的列車の電光掲示が出るまでホームにあがらず階
段下で待つ

東海適用Rが発車する3つのホームのうち､当咳列車
が発車し』､:いホームにいたが､表示がでると書え動
かなかつた゜

視
覚
障
害
者

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

C４

Ｃ５

全目

全盲

弱視

全盲

全盲

女

弱

男

男

男

成功はじめか

らdﾄ助者1コ顧
る､ホーム階段
以降は単独）

成功

失敗東海道の

別ホーム上にい
る時に発車）

成功

成功

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

○

Ｘ

Ｘ

△

△

○

Ｘ

Ｘ

○

○

○

○

足B聯ルー似

外のすべて

足跡ルー似
外のすべて

ホームの番

号路線名は
記入）

足跡ルー似
外のすべて

足跡ルー似
外のすべて

直線と適

ルート

角のみの

改札からdSiい込んだ

山の手ホームの間
で9C度左回転

改札通過後の長い

探索的迷い行動の
後､９醸右回転

コンコースに至る

までの延長､コン
ｺｰｽ区間の筋
小

コンコースの距離

が縞小

コンコース部分
時に手引き区
間)の距離の縮
コンコース上での

迷いは直線化

掲示板､路線名､行き先表示､英
文行き先表示

丸の内入口階段

切符

スク
売りhiI､改札､キオ

ﾀｸｼｰ乗IjlI､有人窓

口､改札サイン音､八重
iMp､他の乗客の会話

声をかけられたj也点

有人窓口階段改札

口演をかけらfした地点

切符頗入時からヴト助者つざコンコース-部とﾌﾞホーム

への階段上りﾛ以降は単独行動.ホーム階段進入
時に手傲Ｗ､点字表記疏取

山の手緑のホームに迷い込ん7日ｉｔ、２年前の記憧を

頼りにﾎｰﾑを探そうとするが迷い､通行人の手引き
を受け正ｕｌホームに行き着く

弱視のため､義示の蔑み取りに時間がかかる。沼

津｣の表示に確信が持てず､別のホームに移動｡京
浜東北ホームで待つうちにタイムアウｈ列車発車後
に気づき東海道ホームに行く

コンコース上で目的ホームの方向を定めるまでにか

な1漣うし定位でき歩き出[ﾉてからはひとりの通行人
介助でホーム下にたど（pli〈
Uj付晁1脚9の珠案に翠目のス伝テジ午あたりH欠第

けなどをゆす晴を立てる)を発揮.改札後はほと
んど迷わず点字ﾌﾞﾛｯｸにそってｺﾝｺｰｽを進み
途中乗客に声をかけホーム下まで誘導してもらうし
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Abstract : We observed wayfinding behavior of people with hearing or visual impairment in a railway station,

and we discussed the relation between human wayfindings and cognitive maps or mental imagery. Deaf, blind

or unimpaired subjects were required to buy tickets and to travel to an appropriate platform by themselves.

After walking in the station all subjects were required to draw sketch maps of routes traveled. The maps

contained various types of distortions, including rotations, reverses, disregard of objects in the actual

environment, and even some items which were absent were depicted. The relationship of distortions in maps and

types of disability were not so apparent and drawings were considered to be related to the spatial abilities of each

subject. Some features in the sketch map might be concerned with types of heuristics and properties of human

spatial cognition.
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